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梅雨の晴れ間 のウォ ーキング。見事な あじ さいとツバメ の巣を 発見しました 。

ツ バ メ が 家 に 巣 を 作 る と 縁 起 が 良 い と 言 い ま す が 、 見 つ け る だ け で も 気 持 ち

がほっこりし ます。  

現在会員登録数 4,076 人さま。次号は７ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●  研究紀要の原稿 募 集  

当財団では「 大阪国 際児童文学振 興財団  研究紀要」第 37 号の 原稿を募集し  

ています。応 募締切 は 10 月 31 日（火） です。  詳細 は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/06_res-pub/04_journal/boshu.html 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Satoko 's Talk 

***************************************************************** 

『夏に、ネコ をさが して』西田俊 也 /作  スカイエマ /カバー画  徳間書店  
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2023年 5月  対象年 齢 ：小学校高学 年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の特別専 門員で ある小松聡子 さん（ Ｓ）です。  

＊作品の結末 まで書 かれています 。  

 

あらすじ：小 学６年 生の少年、佳 斗（け いと）は、母 方の祖 母である夏ば あ

が亡くなった 家に、 夏休みに両親 と引っ 越すことにな った。 母は夏ばあが

かわいがって いたの らネコのテン ちゃん にえさをやり 続けて いたが、佳斗

が引っ越して からテ ンちゃんが行 方不明 になる。テン ちゃん を探す過程

で、同級生で 、タイ 人の母と寿司 職人の 父、認知症の 祖母が いる蘭という

絵のうまい少 年と友 だちになって 、テン ちゃん探しを 手伝っ てもらい、近

所の老人たち とも知 り合いになる 。  

 

Ｙ ： ネ コ の テ ン ち ゃ ん 探 し と い う ミ ッ シ ョ ン は あ る も の の 、 大 き な ド ラ マ が

起 き る と い う よ り 、 佳 斗 が 蘭 と 町 の 中 を 歩 く 中 で 、 夏 ば あ の こ と を 思 い 出

し た り 、 自 分 の 家 族 の こ と に つ い て 考 え た り 、 蘭 の 家 族 と の か か わ り に つ

い て 考 え た り す る こ と が 丁 寧 に 描 か れ て い る 点 が 、 静 か な 時 間 が 流 れ て い

るように感じ ておも しろかったで す。  

Ｓ ： 佳 斗 は 、 蘭 や 、 夏 ば あ を 知 っ て い る 町 の 人 た ち と 出 会 っ て つ な が る こ と

で 、 夏 ば あ を 失 っ た 喪 失 感 や 寂 し さ が 少 し ず つ 薄 れ て い き 、 夏 ば あ は 心 の

中で生きてい ると思 えるようにな ります 。  

Ｙ ： 夏 ば あ が 亡 く な っ て か ら ス ト ー リ ー は 始 ま り ま す が 、 佳 斗 や 佳 斗 の 両 親

や 近 所 の 人 た ち の 記 憶 か ら 夏 ば あ が 感 じ ら れ ま す 。 私 も 読 み な が ら 、 夏 ば

あに出会った 気持ち になりました 。  

Ｓ：この作品 には、 もう一人、重 要なお ばあちゃんが 登場し ます。  

蘭のおばあち ゃんで 、認知症。 12 歳の佳 斗と蘭の視点 からお ばあちゃん

が描かれてい るので 、読者も認知 症のこ とが理解しや すいと 思いました。  

  そ し て 、 佳 斗 か ら み る と ネ コ の よ う に 自 由 に 生 き て い る と 思 う 蘭 に も 葛

藤 が あ っ た こ と が 作 品 の 中 で 明 か さ れ ま す 。 最 初 は 認 知 症 の お ば あ ち ゃ ん

の こ と を 受 け 入 れ ら れ ず 、 飼 っ て い た ネ コ の の 死 も 受 け 止 め る こ と が で き

なかったこと 、そこか ら、「 ばあちゃん はど んなふうにな っても オレのばあ

ちゃんだと思 えるよ うになり」、最後 は、捨てネコを引 き取っ て飼う決心を

します。そう いう意 味では、この 作品は 、蘭の成長の 物語で もあります。  

Ｙ：蘭 のおばあち ゃん は、記憶が行った り来 たりしますが、そ の中 で、戦争の

ときの記憶も ペット が取り上げら れたエ ピソードとし て語ら れます。「記憶 」

のバトンを蘭 や佳斗 が受け継いで いるん だと思いまし た。  

Ｓ：蘭のおば あちゃん について言え ば、おば あちゃんが夜 にいな くなって、見

つかって帰っ てきた ときに、蘭のお 母さん が、「ばあち ゃん、お帰 りなさい。

長 い お 散 歩 、 な に か い い こ と あ り ま し た か ？ 」 と 聞 く と 、 お ば あ ち ゃ ん が

「 み ん な で 歌 を う た っ た の よ 。 月 が き れ い で ね 。 月 に は ウ サ ギ が い る ん だ

ってね」と答 え、お 母 さんが「ええ 、きっ と いるんでしょ うね」と やさしく

答えます。読 んでい て、温かい気 持ちに なりました。  

Ｙ：本 当に。そうい う 意味では、佳斗の 家族 も愛情豊かで す。佳斗 のお父さん

は ジ ャ ズ ピ ア ニ ス ト で 、 そ れ だ け で は 生 計 が な り た た な い の で ス ー パ ー で

パートをして おり、お 母さんは、書道 の墨を 作る会社で働 いてい ます。お父

さ ん は 結 婚 前 に お 母 さ ん に 曲 を プ レ ゼ ン ト し て お り 、 そ の 曲 を お 母 さ ん は

今も大切にし ていま す。厳しい環境 にあっ ても、愛される ことで 、人を愛す

ることができ るとい うことが描か れてい るようにも思 いまし た。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 94 回「花椰菜」  



 まだ出られ ない夢  

 

「うすい鼠が かった 光がそこらい ちめん にほのかにこ めてい た。」―「花椰菜 」

の書き出しで す。賢治の「初期短篇」の 一つで、「初期 短篇に は、夢や眠りを

テーマにした ものが 多い。」(押野武志「初 期短篇綴等Ⅱ」2003 年 )といわれま

す。これもま た、夢 のなかの景色 です。  

 

粗末な白木の 小屋に 座っている「私」は 、「髪のもじゃもじ ゃ した女」と話し

ながら、しきりに 横目 で外を見ます。そ れが「自分の役目」だと い うのです。

「役目」とは 何でしょ う。外の真っ 黒な腐植 土の畑には、灰色の花 椰菜が光っ

て 百 本 ば か り 、 ト マ ト の 葉 も く し ゃ く し ゃ に か ら み あ っ て い ま す 。 花 椰 菜 は

カ リ フ ラ ワ ー の こ と で す 。「 ロ シ ア 人 や だ っ た ん (モ ン ゴ ル 族 の 一 部 族 、 タ タ

ールの音訳。韃靼― 筆者注 )人」が往来し ていますが、若い男 が「私」をさぐ

るように見て います 。  

 

 〈 私 と 瞳 が 合 う や 俄 か に 顔 色 を ゆ る が し 眉 を き っ と あ げ た 。 そ し て 腰 に つ

け て い た 刀 の 模 型 の よ う な も の を 今 に も 抜 く よ う な そ ぶ り を し て 見 せ た 。

私 は つ ま ら な い と 思 っ た 。 そ れ か ら チ ラ ッ と 愛 を 感 じ た 。 す べ て 敵 に 遭 っ

て 却 っ て そ れ を な つ か し む 、 こ れ が お れ の こ の 頃 の 病 気 だ と 私 は ひ と り で

つぶやいた。 そして 哂った。考え て又哂 った。〉  

 

「花椰菜」に「 二重見 当識」を見 たのは 、精 神科医の福島 章です (「「作 品研究・

花椰菜」への 討論」 1970 年 )。「二重見 当識 」とは、二つ の矛盾 した事柄を同

時に認識して 不思議 に感じない現 象だと いうのですが、こ こに 描かれている 、

つまらなさと 愛、敵を なつかしむと いうの も、それにあ たるので しょうか。夢

の な か で の 実 感 を 強 く 感 じ さ せ ま す 。 そ れ は 同 時 に 、 賢 治 の テ ク ス ト ら し い

多様性ともい えそう です。福島章 は、冒頭 につづいて「 そこはカ ムチャッカの

横の方の、」とあるの に、あとで「日本の 春の夕方のよ うに」ともいってい る

ことなどを例 にあげ るのですが。  

 

「 私 」 は 、 茶 色 の ポ ケ ッ ト の た く さ ん つ い た 上 着 を 着 て 長 靴 を は い て い る 自

分を見て、また 、「役 目」を思い出します 。そして、横目で作 物の発育の具 合

をながめます が、「役 目」とは何でしょう 。「私」は、いつか小屋 を出て、その

小屋は、いつかなく なっています 。「私」は、「ホッホッ ホッホ ッ。」とさけん

で飛び上がり、花 椰菜 のなかで、すっぱ だか になっていま す。やが て、黒い針

葉樹の列をく ぐって 外に出ます。 ―「白 崎特務曹長が そこに 待っていた 。」  

 

ここで夢の外 に出る のかと思うと、そ う ではないよう です。「 私」は、たより

ない気もちで「一体 何をしらべて 来いと 云うんだった ろう。」などと繰り返 し

「役目」をた ずねま す。（馬車 別当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢 賢治コレ クション３  よだか の星』により

ました。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４８  

***************************************************************** 

 

そ の 日 の 朝 、 ふ た り は 日 の 出 前 に は も う 動 き だ し て い た 。 空 は 光 を 拒 む 濃 い

色 ガ ラ ス の よ う だ 。 湖 の ほ と り を 走 る バ ン の 、 ガ タ ガ タ い う 音 し か き こ え な

い。湖面には 色がない 。湖のむこう 岸に、巨 人が横たわっ ている ような丘のシ

ルエットが浮 かんで いる。  

 



（『ボグ・チャイ ルド 』  シヴォ ーン・ダ ウ ド /作  千葉茂樹 /訳  ゴブリン書

房  2011 年 1 月  p.7）  

 

『ロンドン・アイの 謎』（シ ヴォーン・ダ ウド /著  越前敏弥 /訳  東京創元 社  

2022 年 7 月）を読書 会で読むこと になっ たので、同著 者の『 ボグ・チャイ ル

ド』を読み直 しまし た。『ロ ンドン・アイ の謎』は、ロンドン・アイ＝ロンド

ン の 大 観 覧 車 の 目 の 前 で 、 主 人 公 テ ッ ド の い と こ の サ リ ム が 消 え る と い う 事

件が起こるミ ステリ ーです。『 ロンドン ・ アイの謎』の 続編を 書いたロビン・

ス テ ィ ー ヴ ン ス が 「 序 文 」 で 述 べ て い る よ う に 、『 ロ ン ド ン ・ ア イ の 謎 』 は 、

ミ ス テ リ ー と い う の み で な く 、 家 族 の 物 語 と し て も す ば ら し い 作 品 で 、 一 文

一文が幾重に も読め る工夫がされ ていて 、「読む 」ことの楽 しさ を充分に味合

わせてくれる 作品で す。  

 

こ の こ と は 、『 ボ グ ・ チ ャ イ ル ド 』 に も 当 て は ま り ま す 。 引 用 は 冒 頭 の ３ 行 。

ここからこの 作品を 象徴的に読み 取るこ とができます 。まず 、「ふたり 」と書

かれているの が、主 人公で 18 歳のファー ガスとタリー 叔父。主 人公のファー

ガ ス が 最 初 に 登 場 す る の は わ か り ま す が 、 作 品 の 脇 役 に 見 え る タ リ ー 叔 父 が

冒頭から登場 し、「ふ たり」と言 われてい る訳は、最 後まで読 むとわかる仕 掛

けになってい ます。  

 

空が「光を 拒む濃い 色ガラス」という表 現は、舞台 となって いる 1981 年のア

イ ル ラ ン ド の 政 治 的 な 状 況 や 、 ふ た り の 重 苦 し い 気 持 ち を 象 徴 し て い る と も

言えます。という のは 、ファーガスの兄 がＩ ＲＡ（アイルラン ド共 和軍：アイ

ル ラ ン ド 独 立 闘 争 の た め の 武 装 組 織 ） の 政 治 犯 と し て 服 役 中 だ か ら で す 。 こ

のあと、兄は 、仲間と ハンガースト ライキ を始め、ファ ーガスの 家族中が心配

します。  

 

ファーガスた ちが乗 るバンは湖の ほとり を走りますが 、「湖面 には色がない 。」

と表現されま す。そ の前の文のバ ンの「 ガタガタいう 音しか 聞こえない 。」と

２ 回 否 定 形 が 重 ね ら れ る こ と に よ っ て 、 こ の 道 程 が 不 穏 に 満 ち た イ メ ー ジ を

読 者 に 与 え ま す 。 そ し て 、 湖 の む こ う 岸 の 丘 が 「 巨 人 が 横 た わ っ て い る よ う

な」と表現さ れます 。  

 

ふ た り は バ ン に 乗 っ て 、 北 ア イ ル ラ ン ド か ら 国 境 を 越 え て ア イ ル ラ ン ド 共 和

国に入り、作業員た ち が来る前に、湿地（ボ グ）で、ひそかに泥炭 を掘り、北

アイルランド で泥炭 を売る予定で す。とこ ろが、ふたり は泥炭の 中に死体（ボ

グ・チャイル ド、後に 鉄器時代のミ イラで あることがわ かる）を 見つけます。

ふたりが湖か ら見た 丘がこの泥炭 地なの でしょうか 。「横 たわ る」という 言葉

に「死」をイメージ す るとすれば 、ボグ・チ ャイルドの死 と、ファ ーガスの兄

の死、そして 、ＩＲ Ａの爆弾によ る多く の人の死が重 なりま す。  

 

フ ァ ー ガ ス は 、 ボ グ ・ チ ャ イ ル ド が 誰 な の か を 探 る た め に 考 古 学 者 の フ ェ リ

シ テ ィ と 娘 の コ ー ラ に 出 会 い 、 兄 の 友 だ ち か ら 依 頼 を 受 け て 、 国 境 を 越 え て

あるモノを運 ぶこと になり、その 国境で、若い兵士と知 り合い になります。そ

う考えると、巨人のよ うに横たわる 丘は、こ れから、ファ ーガスと タリー叔父

に 起 こ る 困 難 を 象 徴 し て い る と も 、 ふ た り に 何 が 起 こ ろ う と 、 自 然 は 悠 然 と

横たわってい ると考 えることもで きるの です。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

神戸ファッシ ョン美 術館で６月 25 日まで 開催されてい る  「デ ビュー 70 周年

記念特別展  Roots of Kawaii 内藤ルネ展」に行ってき ました 。この展覧会



では、中原淳 一にあ こがれ、 1950～ 60 年代に雑誌『ジ ュニア それいゆ』の 表

紙と挿絵を担 当した 内藤ルネ（ 1932-2007）の原画や雑誌 の表紙 や誌面、付録、

ファンシーグ ッズな どが展示され ていま す。  

 

展示は、序 章「内藤 ル ネ、夢のは じまり」か ら始まり、第１章から ６章まで、

イラストレー ター、人 形作家、ライ フスタイ ルの提唱者、グッズデ ザイナーな

ど、仕事別に 内藤ル ネの作品を紹 介して います。  

 

「第１章  イラスト レ ーター－ Kawaii の源流、ルネガー ル誕生 －」は、『 ジュ

ニ ア そ れ い ゆ 』 の 表 紙 や 記 事 が 多 く 展 示 さ れ 、「 こ れ こ そ 、 内 藤 ル ネ の 絵 だ 」

と 思 い ま し た 。 顔 の 半 分 以 上 も あ る 大 き な 目 、 く っ き り し た く ち び る に よ っ

て、明るい現 代的な少 女が、くびれ た胴体に よって、はか ない少女 が表現され

ているのがわ かりま す。  

 

オ シ ャ レ は 、 リ ボ ン や レ ー ス を ふ ん だ ん に 使 っ た 少 女 た ち の 服 装 か ら も う か

が え ま し た 。 文 化 学 園 大 学 の 学 生 ら が ル ネ の 絵 を 実 際 の 洋 服 や ド レ ス と し て

再現していて 、とて も美しく、着 てみた いと思いまし た。  

 

ル ネ は 、 幼 い 頃 か ら 人 形 が 好 き で 、 人 形 を 作 っ て 写 真 に 撮 っ て 雑 誌 の 附 録 の

表 紙 に し た り 、 雑 誌 に 型 紙 を 掲 載 し た り し て い ま す 。 人 形 は イ ラ ス ト レ ー シ

ョンと同じよ うに、大 きな目、にっこり した 口で、スタイルが よく 、髪型も洋

服もオシャレ です。展 示を見ると、子どもの 頃、家で母や 祖母が作 っていた人

形と似ている 作品が あり、懐かし くなり ました。  

 

ハートのトレ イにお 地蔵さんが座 ってい る「恋地蔵」さんとい う陶器や、貯 金

箱 、 パ ン ダ や ト マ ト な ど の シ ー ル も 家 に あ っ た り 、 お 店 で 見 か け た り し た も

の が 多 く あ り 、 子 ど も 時 代 を ル ネ の デ ザ イ ン の 中 で 過 ご し て き た ん だ な と 改

めて思いまし た。（ Ｋ ）  

 

神戸ファッシ ョン美 術館  

https://www.fashionmuseum.jp/special/naitorune/ 

 

***************************************************************** 

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第３ 回  

***************************************************************** 

第１章  坪田 譲治先 生  

その３  『びわの実学校 』 （続 ）  

 

坪田譲治先生 （ 1890～ 1982 年）には、子 どものころに ２度お 目にかかった こ

とがあります 。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

前号が配信さ れたあ とになって、水藤 春 夫作成「坪田譲治 年 譜」 (『坪田譲治

全集』12、新潮社 1978 年所収 )の 1959(昭和 34)年 (69 歳 )につぎのように書 か

れていること に気が つきました。  

 

「八月、郷里岡山 より 名菓白桃を取 りよせ、知人・友人らと賞 味。以後「桃  

の会」と称し て恒例 になる。」  

 

母が語ってい たとお りの「桃の会 」という 名前だったこ とがわ かりました。こ

https://www.fashionmuseum.jp/special/naitorune/


の こ と を 注 に く わ え た 、 連 載 第 ２ 回 の 増 補 版 を つ く り ま し た か ら 、 デ ー タ を

更新します。  

 

同 じ よ う に 、 第 １ 回 に つ い て も 、 そ の 後 確 認 し た こ と が あ っ て 注 を 増 補 し ま

した。こちら も、デ ータを更新し ます。  

 

第１章「坪田譲治先 生 」は、今回でおわりま す。次回からは、第２ 章「前川康

男先生と今西 祐行先 生」です。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta-3_M154.pdf 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  ぞうのエルマー 絵 本原画展  

会  期：６月 24 日（月）～９月３ 日（日 ）  月曜休館  

会  場：姫路文学館  北館（兵庫県 姫路市 ）   観覧料 ：有料  

オープニング 記念講 演会「デビッ ド・マ ッキー  作品 とその ひとがら」  

６月 24 日（土）  13： 30～ 15： 00  定  員： 100 人  ※当日先 着  

 講  師：きたむら さ とし（絵本作 家、イ ラストレータ ー）  

 

●  日本マンガ学会  第 22 回大会  

会  期：７月１日（ 土 ）・２日（ 日）  

会  場：相模女子大 学 （神奈川県相 模原市 ）、オンライン  

シンポジウム テーマ ：再検討「少 女マン ガ」史  

主  催：日本マンガ 学 会   共  催：相模 女 子大学学芸学 部メデ ィア情報学科  

※一般参加可 、有料 、要申し込み  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『夏に 、ネコを さがし

て』をプレゼント し ます。ご希望の方 は、プレゼント応 募フォ ームから、 (1)

お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールアドレス 、 よろしければ  

(5)このメルマガの ご 感想をお書き のうえ  ご応募くださ い。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9 

締切は７月 10 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

下北半島の恐 山が一 番のお目当て の初め ての青森観光 。フェ リーでイルカ に

遭遇し、カモ シカが 線路を横切り 観光列 車が急に止ま るなど のハプニング も

あり、とても 感動的 な旅行でした 。何よ り、長いトン ネルを 抜けようやく 自

由に行き来で きるよ うになったこ とが、 一番のうれし さです 。（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta-3_M154.pdf
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9


------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html 

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
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